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1.は じ め に

労働者の中でも、看護師はストレスが多いと言われて

いる。患者や家族に対するケア、医師や他職種との関係

など看護師特有の対人関係、患者の死などの緊張状態、

交代勤務による不規則な生活というス トレッサーに加え

て、医療技術の高度化や患者の重症化 ・高齢化 ・複雑化

している反面、在院日数の短縮化 ・稼働率の向上が求め

られ、患者の安全性を確保 しなが ら質の高いケアを提携

しなければならない。また後輩への指導や委員会などの

役割も課せられており、看護師の労働環境は、多忙で厳

しいス トレス状況にあると言える1)。看護師のス トレス

度は、一般企業に勤める労働者や医師よりも高いという

報告がある2)3)。日本看護協会が実施 した病院看護実態

調査では、1か 月以上長期病気休暇を取得 した看護師7,

483人 のうち、メ ンタルヘルスの不調を理由に3分 の1

の看護師が長期病気休暇を取っており、メンタルヘルス

不調は、貴重な人的資源の損失につながると報告 してい

る4)。厳 しい労働環境の中で、看護師への役割に対する

期待は高い。重要な人的資源として、看護師へのメンタ

ルヘルスへの対策は重要であると言える。

メンタルヘルスについては、ス トレス軽減に努めよう

と労働環境やサポー ト体制の改善などさまざまな取り組

みが行われている5)6)7)。しかし、看護師の状況は改善

されていない。そもそもストレスは常にあるものであり、

な くすことや減 らすことはできない。ス トレスの軽減よ

りも、ス トレスは常にあるということを前提にス トレス

を抱えなが ら仲良 く付き合ってい く方法や上手にコント

ロールする力を身に付けることが必要である。そのため

には、ス トレッサーに対するコーピングやス トレス反応

を決める認知的評価がポイ ントと考える。

現在、職業性ス トレス障害の予防として肯定的に物事

を捉え られるようポジティブアプローチが注目されてい

る。ポジティブアプローチは、人や組織の強みや価値に

焦点を当て、物事を肯定的に捉え、個人の長所や強さを

認め強化 し、意欲を高め、行動変容 につ なが ることを 目

的 と して い る8)。 具体 的 な理 論 には、 首 尾 一貫 感 覚

(sense of coherence 以 下SOCと 略 す)、 レジ リエンス、

ス トレングスモデル、 ポジテ ィブ心理学 があ る9)。 これ

らの理論 は、現在一般企業の メ ンタルヘル ス対策や人材

育成の研修 に用 い られ るようにな った8)。 また、 ス トレ

ス状況 に対す る認知的評価や コー ピングの選択 どち らに

も柔軟性のあ る人 は、最 もス トレス反応が少な いことも

報告 されてお り、ス トレス性健康障害を予防するため に、

自分 の認知 の傾向や肯定的 なものの捉 え方や、適切な コー

ピングについて学ぶ ことは重要であ ると言 われている10)。

SOCは 、 ス トレス対 処能力 と も言 われ る認知 的評 価

に関わ る概念であ り、 ス トレスとの向 き合 い方を変えて

くれ る11)。そ して、SOCは 、 個人の特性や健康を図 る指

標 とな る可能性を持 って いる。 しか し、看護師を対象 に

したSOCの 研 究 は、 まだ 日が浅 い。 そ こで、本稿 で は

看護 師に焦点 を当ててSOCの 研 究 の現状 と今後 の課 題

を検討す ることを 目的 と した。

2.SOCの 概 要

SOCは 、健康社会学者 のアーロン ・ア ン トノフスキー

によって提唱 された概念であ る。

ア ントノフスキーは 「SOCと は、 その人 に浸 みわ たっ

た、 ダイナ ミックで はあ るが持続す る確信の感覚 によっ

て表現 され る世界[生 活世界]規 模 の志向性の ことであ る。

それ は、第1に 、 自分の内外で生 じる環境刺激 は、秩序

づ け られた、予測 と説明が可能で あるという確信、第2

に、その刺激が もた らす要求 に対応す るための資源 はい

つで も得 られ るという確信、第3に 、そ う した要求 は挑

戦であ り、心身を投入 しかかわ るに値す るとい う確信か

ら成 る」 と定義 し、 この3つ の確信を、第1は 把握可能

感、第2は 処理可能感、第3は 有意 味感 と呼んで いる12)。

この定義 を山崎 は、 「SOCは 、 自分 だけでな く環 境や生

活のなかで起 きる出来事を どの ように捉え るか という生



活世界に対す るその人の見方 ・向 き合い方であ る」 と解

釈 してい る13)。

SOCを 構 成す る3つ の確信 の①把握 可能感 は認知 的

側面 に関わ り、生活を送 るなかで出会 う様々な出来事 に

ついてあ る程度予測で き、その出来事が どの ような もの

か につ いて説 明 で きる能力 を意 味 して いる12)14)。② 処 理

可能感 は行動的な側面 に関わ り、出会 う出来事を乗 り越

えたりや り過 ごした りす るときに必要な資源をタイム リー

に引 き出せ る、 自分が 自由 に使え るとい うような 自信あ

るいは確信 の感覚 を意 味 して い る12)14)。③ 有意味感 は情

動的 ・動機的側面 に関わ り、人生や生活を送 るなかで出

会 った出来事 に対 してその出来事が 自分 にとって意味や

価値があ ると見なせ る、あ るい は、挑戦 と見なせ る感覚

を意味 してい る12)14)。

そ して、SOCの 強 い人(SOC得 点 の高 い人 の こと)

の 特性 に関 して、 ア ントノフスキー は柔軟かつ比較的す

ばや く適切な対処方略や方法を選び取 り駆使す ることが

で き ると述 べて い る15)。山 崎 はSOC得 点 の高 い人 は大

局的 に楽観主義で、 自分を常 に客観視 ・対象視す ること

がで き、 リフ レイ ミング ・ポジティブシ ンキ ングが 自然

にで きるとい う共通点 が見 られ ると述 べてい る16)。この

よ うな特 性 によ って、SOCの 高 い人 はス トレ ッサーを

うま く処理 し、 自分の健康状態を増進 させた り、向上 さ

せた りす ることがで きると考え られてい る17)。

3.日 本の看護師 を対象 に したSOCの 研究

看護 の分 野で、 看護師 とSOCと の 関連 につ いて論 文

が発表 され るよ うにな ったの は、2002年 頃 か らであ る。

2014年4月 の時点で、<看 護師 ・首尾一貫感覚><看 護

師 ・SOC>を キ ー ワー ドに医学 中央雑誌 刊行 会 デー タ

ベ ースで検索 した結果、80件 の論文があ った。その うち

看護 師 を対 象 と した研 究で原 著論文 の 内訳 をみ ると、

SOCと ス トレスや抑 うつ ・バ ー ンア ウ トな どの精神 的

健康を扱 った ものが20件 と多 く、次 いで職場の満足度や

職務能力 な ど看護業務 との関連 を調 査 してい るものが5

件 であ った。研究対象 とな る看護師の所属 は、 ク リテ ィ

カル ・訪問看護 ・産業保健師 ・緩和 ケア ・精神科 など多

岐 に渡 り、 また職位 も管理職 ・スタ ッフ、新卒者 とさま

ざまであ る。研究 デザ イ ンは横断研究ばか りで、縦断研

究 はまだな い。 日本 の看護 師 を対 象 に したSOCの 研 究

は、 日が浅 く実態調査の段階で とどまって いるというの

が現状であ る。

1)日 本の看護師のSOCの 得 点

SOCの 得 点 につ いて は、 カ ッ トオ フポイ ン トはな い

た めSOCの 得 点が高 い とス トレス対処能 力が高 い と評

価 され る。29項 目7件 法の尺度を用 いた研究で は、看護

師のSOC平 均 得点 は110～120点 で あ った18)19)。一 方で一

般住民や労働者で もSOC平 均 得点 は110～130点 で あ り、

大 きな差 はない20)-23)。13項 目7件 法の尺度を使用 した研

究で は、小 林 らの訪問看 護師 のSOC平 均 得 点 は61.4と

高 値であ るが、それ以外の看護師を対象 と した研究結果

で はSOCの 平 均 得点 は51～53点 前 後 で あ る24-29)。専 門

領域の異な る リハ ビリ ・がん ・呼吸器循環器の看護師を

対象 に実施 した研究で は、専門領域の違 いによりス トレ

ス の強 さや影響 要因 に違 いはあ ったが、SOC得 点 に は

専門領域 の違 い はなか った25)。これ らの ことか ら、個人

が持つ ス トレス対 処能力 と して のSOCに は 、看護 師の

配属先の差や、一般住民 との差 はない と考え られ る。

しか しなが ら、 この得点の比較 は、個別 に行われた研

究 の平 均値 を比較 しただ けで あ り、 同一 条件 の もと

SOC得 点 を測定 した研究 結果 で はない。 健 康 レベルを

把握す るため に、様々な人々を同一条件の もとで調査 し

SOC得 点 の指標を作 って い く必要があ ると考え る。

2)日 本の看護師を対象 に したSOCの 研 究

(1)看護 師のス トレッサーとス トレス反応 とSOCの 関係

看護師の職務 ス トレッサ ーには、仕事の負担、患者

やス タ ッフとの対人関係、職業の役割な どがあ ると言

われ てい る。SOCと ス トレ ッサ ー との関係性 につい

て見 ると、職 場 の人 的環境 ・看護 職 と して の役 割 は

SOC得 点 を下 げ、仕事 の質 的負担 ・患者 との人 間関

係 はSOC得 点 を高 め るとい う報告 が ある30)。別 の研

究で は、 仕事 の裁量度 が高 まる とSOC得 点 は高 め ら

れ ると言われて いる31)。

また、 ス トレス反応 との関連 につ いて身体的側面へ

の影響 を調 べた研究 で は、SOC得 点 が高 い と身体 愁

訴や蓄積疲 労度 が低 下す る ことを明 らかに した27)31)。

心 理 的側面 への影響 につ いて は、SOC得 点 が高 い と

バ ー ンアウ トしに くいことや、精神的健康度が保たれ

る ことが わか って お り、SOCは 身 体 的側面 に も心 理

的側面 にも影響を与え ることが確認で きた。

心理 的側面 の研究 を行 った岩谷 の研究 で は、SOC

得 点 か ら得点の高 い群 と低 い群 に分 け、 ス トレッサ ー

とス トレス反 応、SOCの 関連 性 をみ た。 そ の結 果か

ら、SOC得 点 の低 い群 は、 ス トレ ッサーを強 く認識

しうつ傾向が高 ま り精神的健康度が悪 くなるとい うこ

とが わか った。岩 田 は、SOCに は ス トレス認知、 ス

トレス反応 と関連 し精神的健康度の改善 に寄与す る可

能性が あると述べて いる32)。つ まり、SOCは 健 康を維

持す るだ けでな く、 ス トレッサ ーその ものの受 け止め

方 に違いがあ ることや、 ス トレッサ ーを緩衝す ること



で健康を もた らす とい う先行研究を支持す る結果であ

ると言え る。 さらに、尹 の研究で は、バ ー ンアウ ト傾

向が高 まるにつ れてSOC得 点 だ けで な くSOCの 下 位

概念の有意味感が低下す ることを明 らか に し、有意味

感を高め ることもバ ー ンアウ トの予防 に有効で はな い

か と述べてい る28)。

他 には、SOC得 点 が高 まる と上司 や家族、 友人 の

支援、仕事や家庭の満足度が高 まり、回避 と抑制や情

動 発散 とい うコー ピングは減少 し、積極的問題解決や

問題解決のための相談、視点の転換 とい うコー ピング

を多用す ることも明 らかにな っている27)。周 囲のサポー

トの自覚や仕事に対す る満足度、適切な コー ピングは、

メ ンタルヘル スに必要不可欠であ る。 これ らの作用を

もた らすSOCは 、 メ ンタルヘ ル スに対 す るアプ ロー

チ に活用で きる概念 と言え る。

これ らの研究 か ら、看護 師 のSOCと の 関連性 を ス

トレス反応の心理的側面か ら検討 した ものが多 いこと

がわか った。 しか し、 ス トレス反応 は、心理的側面だ

けでな く、不眠や喫煙、欠勤、離職、医療 ミスな どと

も関連 して い る。SOCと ス トレス反 応 の関連性 につ

いて多角的 に捉えてい く必要があ ると考え る。 また、

横断研 究 しか され てい ないため、SOCと ス トレス と

の因果関係を明 らか にす ることはで きな い。今後 は、

SOCの ス トレス に対 す る影響 につ いて時 間的経過 を

追いなが ら研究 してい く必要があ ると考え る。

(2)看護師の看護実践能力とSOCの 関係

SOCの 研究は、 ス トレスに関連 したテーマだけで

な く職場環境や看護実践能力をテーマにしても行われ

ている。

SOC得 点が高まると、職務満足度 も高まることが

明 らかになっている19)。また、職場環境満足度(職

場の人間関係 ・職務やワークアウトバランスに関する

満足度)と 看護臨床能力(看 護実践、役割遂行、自

己教育 ・研鑽の3つ の能力)、SOCと の関連について

の研究結果では、看護臨床能力の高い人 ほどSOCの

下位概念である把握可能感が高 く、把握可能感が高ま

ると職場環境に対する満足度も上がるという報告や、

有意味感が高まると看護実践能力も高まるという報告

がある29)33)。

教育という観点でみると、SOC得 点が低い人達は、

自分たちが望む支援を先輩看護師から受けられていな

いというズレを感 じやす く、また内的学習(振 り返 り)

がとれないという結果が出ている34)。

その他 には、SOCと 日常生活で生 じるさまざまな

問題や要求に対 して、建設的かつ効果的に対処するた

めに必要な能力と定義されているライフスキルとの関

連について調査 した研究がある。結果、SOC得 点の

低い人 はライフスキルを多用 し、SOC得 点の高い人

は、情報や自他ともの経験を、自分の価値観や視点に

変えて、客観的な方法で分析 しようとするクリティカ

ル思考スキルを用いていることがわかった35)36)。

これ らの研究か ら、SOCは 看護師の健康を保つだ

けでな く、職業能力とも関連があることがわかった。

しか し、看護師の職業能力は、所属や職位、経験年数

によって求め られる課題がさまざまである。そのよう

な違いを検討できるほどの研究がまだ行われていない。

管理職や中堅看護師、新人看護師という経験 レベルの

違いと職業能力との関連、SOCを 用いた教育と職業

能力への効果など研究の余地があると考える。

(3)SOCに 影 響を与える看護師 自身の個人的要素

ア ントノフスキ ーは、 ス トレス対処を成功す るため

の条件 として、有効 な資源がその人 に備わ っているか、

その人の周囲 に存在 して いるかが重要 と考えて いる。

ア ントノフスキ ーは、 ス トレスを対処す るための有効

な資源 の ことを汎抵抗 資源 と呼 んでい る37)。具 体的 に

は、身体 ・生物学 的資源(遺 伝 的、神経免疫 学的)、

物質的資源(金 、体力、住居、衣類、食事、権力、地

位)、 認知 ・感 情的資源(知 識、知性 、知力、 アイ デ

ンテ ィテ ィ)、 評価 ・態度 的資源(コ ー ピングにお け

る合理性、 柔軟性、 先見性)、 関係 的資源(ソ ー シ ャ

ル ネ ッ トワークや ソー シャルサ ポー トなどの社会的関

係)、 社 会文化 的資源(宗 教 や哲 学)な どであ る38)。

SOCの 高 い人 は、汎抵 抗 資源 に恵 まれ、 汎抵抗 資源

を活用す ることがで きるという自信が あ り、汎抵抗資

源を有効 に活用 しなが らス トレッサ ーの回避や処理す

ることがで きると考え られて いる15)。

個 人 的要素 に は、SOCに は婚姻状 況 や経験年数 に

は関係性があ ると報告 して いる ものが あれば、関連が

な い と報告 して い るもの もあ る28)30)。ま た、 ス トレス

対処方法 や信仰 宗教 の有 無がSOCと 関 連 してい ると

いう報告 もあ る28)39)。

SOCに 影 響 を与 え る個人 的要素 につ いて はさま ざ

ま結果 が あるが、 明確 な もの はない。 また、SOCは

社 会的文化的背景 に左右 され ると言われて いるが、 日

本 の看護 師 のSOC得 点 に差 はあ ま りない ことか ら、

共通す る要素があ るとも考え られ る。 しか し、 この点

にお いて も研究 自体 あま りされて いないため、今後の

課題 と考え る。

4.諸 外国の看護師を対象にしたSOCの 研究



看護 の分 野で、 看護師 とSOCに つ いて論 文が発 表 さ

れ るよ うにな ったの は、1994年 頃 か らであ る。2014年4

月 の時点 で、<Nurses・Sense of coherence>を キ ー

ワー ドにPudMedで 論 文 を検 索 した結果、73件 あ った。

その うち看護師を研究対象 と した論文 は23件 あ り、 ドイ

ツ ・リトアニア ・香港 ・スウェーデ ン ・オース トラ リア ・

日本が各2件 、ギ リシャ ・フィ ンラ ンド ・南 アフ リカ ・

ポー ラ ンド ・イ タ リア ・スペイ ン ・イス ラエル ・イギ リ

ス ・ノル ウェー ・デ ンマ ーク ・メキ シコが各1件 だ った

(本 稿 で は日本 の論文 とスペ イ ンの論 文を除 き20件 を対

象 とす る)。

論文 の内容 は、SOCと ス トレスや抑 うつ ・バ ー ンア

ウ トな どの精神的健康を扱 った ものが17件 と多 く、次 い

で職場の満足度や職務能力な ど看護業務 との関連を調査

してい るものが3件 であ り、身体的な内容を扱 った もの

はなか った。研究対象 とな る看護師 は、 ク リティカル領

域や透析、緩和 ケア、保健 師、失業 した看護師などであっ

た。 また対象者の職位が、管理職 ・ス タ ッフ、新卒者 と

さまざまで あるのは 日本 と同 じである。研究 デザインは、

横断研究が13件 、 コホー ト研究 は4件 、介入研究 は3件

であ り、諸外国で は、すで に介入研究がな されてい る。

1)諸 外国の看護師のSOCの 得 点

SOCの 得 点 について は、29項 目7件 法 の尺 度 を用 い

た研究 で は、 日本 の看護 師 のSOC平 均 得点 は110～120

点 で 、 諸外 国の看護 師のSOC平 均 得 点 は130～150点 で

あ る24)25)40-44)。13項目7件 法 の尺度 を使用 した研究で は、

日本 の看護 師 のSOC平 均 得点 は51～53点 前 後 で、諸 外

国の看護 師のSOC平 均 得点 は60～69点 で ある25-29)45)46)。

Katjaは 失 業 した看護 師を対象 に研究 を行 った。失 業 と

い う大 きな 出来 事 が あ った に もか か わ らず看 護 師 の

SOCの 平 均得点 は60.19点 と高 く、SOC得 点 が高 い要因

として家族 の収入が良 く、精神的健康度 の高い ことであっ

た45)。

研 究論文の数や、尺度の訳 し方の違い はあ るが、諸外

国の看護師 のSOC得 点 のほ うが 日本 の看護師 のSOC得

点 よ り高 い傾 向にあ る。諸 外国 の一 般住民 のSOC得 点

は日本人 の一般住 民のSOC得 点 に比べ て高い ことは先

行研究 によって明 らかになってお り、看護師が対象であっ

て も同 じ結果 で ある と言 え る(表1参 照)。 諸外 国 と日

本の得点の差 は、社会文化的な違い影響 してい ると言わ

れてい る。 しか し、諸外国 と日本を比較す る研究がない

ため、社会文化的な影響要因 は明 らか にな っていない。

影響要 因 を明 らか にす る ことは、SOCを 高 め るための

示唆を得 ることがで きると推測す る。今後、 日本だ けで

な く諸外国 との違い も視野 に入れた研究を進めて い く必

要があ ると考え る。

2)諸 外国の看護師を対象 に したSOCの 研 究

(1)看護 師の個人特性や ス トレス反応 との関係

看護 師 の仕事 に対 す る態 度や考 え方 のパ ター ンと

SOCの 間 には関連性 が あ り、 積極 的 で健 康的 な タイ

プが強 くなる とSOC得 点 は高 くな り、 消極 的な タイ

プが 強 くなる とSOC得 点 が低 くなる ことが 明 らか に

な って い る40)。他 に母親 という社会的役割 に焦 点を当

て、子供を持つ保健師対象 に家事や仕事の 目標達成感

や コ ン トロール感の認識 と、家事や仕事 という役割の

両立 が妨 げ られた時の感情 について調査 した研究で は、

SOC得 点 が高 ま る と目的達成 感 や コ ン トロール感 も

高 まって い くことがわか った。そ して、役割が妨 げ ら

れ る時、SOC得 点 が高 い群 はSOC得 点 の低 い群 に比

べて否定的な感情 より肯定的な感情が大 き くな ること

も明 らか にな った43)。

ま た、 日本 の研究 と同様 に、SOCと 精 神的健康 度

やバ ー ンアウ ト、抑 うつ との関連性を明 らか にす る研

究 もされて いる41)44)49)。そ れ以 外 に、SOC得 点 が低 く

な る と知覚 した ス トレスを強 く感 じる ことや、SOC

得 点 が低 いと自分の健康 に対す る評価が否定的であ る

こと も報告 されて いる50)51)。反 対 に、SOC得 点 が高 く

な ると否定的な感情を軽減す ることが明 らか にな って

い る46)。

諸 外国の研究 は、単 にス トレス反応 との関連をみ る

だ けでな く、SOCと 個 人特 性 との関連 につ いて検 討

してい る。 自分の傾向を知 ってお くことは、 ス トレス

の対処や 自分 の成長 の鍵 となる52)。日本 では この よう

な研究 は少ないが、個人の特性を表す認知や感情、価

値観 との関連 か らSOCの 特 徴 や効果 を検討 してい く

ことも必要 と考え る。

(2)看護 師を対象 に行われた介入研究の効果

メ ンタルヘル スの改善を 目的 に行われ た研究で は、

Maralynは 、 看 護師 と助産 師の ス トレス軽 減 のため

に、マイ ンドフル ネスをベ ースに したプ ログラムを2

か 月実 施 した。 そ の結 果、 精神 的健康 度が 改善 し、

SOC得 点 は上昇 し、 否定 的な感情 も軽減 したと報 告

して い る53)。Saridは 、1か 月の うち看 護師 を対 象 に

仕事の問題 につ いて話 し合 うというプ ログラムを実施

し、その効果を調べた。プ ログラムに参加 した看護師

は、参 加 して いない看護 師 に比 べて、SOC得 点 と活

力が上昇 し、 ス トレス反応 と疲労が減少 して いたとい

う結果 とな った54)。 ま たBergは 、 看護 師 に個別 の看

護 ケア立案が看護師の経験 に肯定的な影響を与え るこ

とを知 って もらうこと、看護師に対す るスーパ ービジョ

ンを実用化す るため看護計画や ケアの記録 に焦点をあ



表1様 々な人を対象に したSOC得 点の比較



てた教育プ ログラムを1年 間実施 した。その結果、1

年 後 のSOC得 点 は上昇 し、 ス トレス度 は低 くな り、

看護 ケアや仕事 に対す る満足度 も改善 された42)。

これ らの研究 によ って、 看護 師を対象 にSOCの 概

念を取 り入れたプ ログラムがあ ることや、プ ログラム

の有効性が確認で きた。 また、プ ログラムによって職

業能力の向上 と精神的健康の改善が同時 に認め られ る

ことも明 らか とな った。 しか し、 これ らのプ ログラム

がその まま日本の看護師 に適応で きるとは限 らな い。

日本の職場風土、看護師の特徴を踏 まえ、 日本の看護

師 に適 したプ ログラムへ と改良す る必要であ ると考え

る。

5.ま と め

看護師を対象 としたSOCに 関する文献 レビューを行

い、その機能や効果、今後の課題を確認することができ

た。SOCは 、柔軟かつ客観的に物事を捉えることがで

きる特性があり、職業上のス トレッサーだけでな く日常

生活の出来事や問題に対 しても有効な概念と言える。

自分自身の認知特性を知り、生活における行動変容や

意欲の向上、メンタルヘルスの保持、職業能力の向上の

ためにSOCに ついて理解を深めSOCを 高めてい くこと

は重要なことと考える。
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